
Society of Japan Science Teaching

NII-Electronic Library Service

Sooiety 　 of 　Japan 　Soienoe 　Teaohing

120 −103 日本理科教育学会 （2012 ）

剛体振 り子に関する
一

研究
一

支点とおもりの重心 の距離が短い ほ ど、周期が長 くなる振 り子
一

　　　　　 キーワー ド ：振 り子運動、お もりの形、周期

井頭 均 （関西学院大学）

　 IGASHIRA 　 Hitoshi

1．はじめに

　
一
般に、振 り子運動の 周期は振 り子 の 長さによっ て

決ま り、振 り子の長さは 「ひ もの 上端の 支点か らおも

りの 重心ま で の 距離」 で ある と定義されて い る。しか

し、こ の こ とが成 り立つ の はお もりが小 さい 球 （質点

振 り子〉の場合で 、おもりが縦に長い 棒の よ うな場合、

こ の こ とが成 り立たなくなる。

　筆者が行っ た実験で も、長さ 50cm の 棒の
一

端 を

固定して振らせた場合、 これ と共振する質点振 り子の

長さは、支点か ら棒の重心まで の 長さではなく、支点

か ら棒の 上か ら 3 分の 2 の位置ま で の 長 さで ある こ

とを確か め る こ とが できた。

　今回 の実験では、長さ 50cm の 棒を両側か ら針 で

固定して振らせ 、固定する位置を上端か ら徐々 に 中央

に変 えたとき、周期がどの ように変化するの か につ い

て調べ て みた。また、扇形の お もりを振らせ、そ の 中

心角の 大きさと周期との 関係を調べ て みた。

皿．実験方法

1 ．棒を両側か ら針 で固定 した振 り子

　長 さ 50cm 、直径 3cm の 木 の 棒 （ア メ リカ産 ヒ バ ）

の 両側 か ら針を直角に刺 し、 振 り子 の支点と した。針

を両側 から水平な台で支え、棒を左右に振らせ て振 り

子 とした。角蚰 幅 の大き さは約 15 度以内として、50

往復振 らせ て測定する の を 5 回 くり返 し、中の 3 つ を

採用 した 。 但し、 針の 位置が棒の 中央に近くなる と振

れに くくなるの で、10〜30往復の 時間を測定した。

　針 を刺す位置を棒の 上端か ら 2．5cm ずつ 移動させ 、

それぞれ の周期を測定 した。

2．扇形の おも りを振 らせ る

　半径 15cm 、厚 さ 0．5cm の 合成木板を切 っ て様々

な内角の大きさの 扇形を作 り、中心を固定して 左右に

振 り、30 往復 の 平均値を周期とした 。

皿1．結果

1．棒振り子の場合

針の 位置（  ） 周期（紛 重心ガ 粒 置

  0．15 1ユ524 ．85

  5 1．1020

  10 1．0615

  15 1．1110

  20 1．36 5

  23 1，98 2

  24 2，73 1

  24．5 3．43 0．5

　支点 （針を刺す位置）が棒の 上端の 場合、周期は

1．15 秒で あ っ た 。 支点 の位置が下が っ て きて も、最

初は周期に それほ ど違い はない が
、 支点が棒の 中央

に近づ くにっ れ て周期が急激に長 くなっ て い る。棒

の 中央に針を刺 した場合、棒は振れ ない で、同じ方

向に回転運動を始め、やが て動かなくなる 。

2 ．お もりが扇形の場 合

番 号 中心角 惆 周期  重心 の 位置

  22．5 α6762 ．5

  45 0．6861

  90 0．7157

  135 0．7649

  180 0．8441

  225 0．9728 ．5

  270 1．2118

  315 1．72 8
  336 2．34 4．5

　 中心角が 22．5 度の扇形の お も りを振らせた場合、

周期は 0．67 秒で 、半径 と同 じ長 さの 棒振 り子の 周

期 （0．63 秒）と比較的近レ殖 を示 して い る 。 中心角
が大きくなるに したが っ て周期は徐々 に長 くな り、

300度以上になると急上昇する。こ の 場合も、支点

か らおも りの 重心まで の 距離が小 さくなる に し た

が っ て 、周期は長 くなる。
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